
愛媛県産セ トウチフキバ ッタの地理的変異

セ トウチフキバ ッタ Pa“″お″as′′ο″

“

たぉむは,

本州 ・四国。九州 ・伊豆諸島・隠岐。対馬 ・壱岐・五島・

屋久島 ・種子島・済州島(韓国)といつた広い範囲に

分布す る短翅性のバ ッタである(宮武・加納,1992).

本種は飛翔 して移動す ることができないため,分

散能力はかな り低 く,集 団間における交流の機会

は乏 しいことが予想 され る.ま た, 日本各地で地

理的変異が報告 されてい る0口納,1983&1986,

Tonlinaga and Kano, 1989 ; Tominaga  et al., 1996:

Kawakmi,1999)ことか ら,各 集団が独 自の分化 を

とげていると考えられる。

これ まで,愛 媛県産セ トウチフキバ ッタの形態

変異については十分に研究 されてこなかつた。そ

こで,本 研究では愛媛県産セ トウチフキバ ッタ集

団の形態を定量的に分析 し,地 理的変異の有無を

確認 した。なお,本 研究には文部省 ・平成 8年 度

科学研究費補助金(奨励研究(B).課題番号 08918029)

と第 36回 (平成 9年 度)下中科学研究助成金の一部

を使用 している.

材 料 と 方 法

1995年～ 1998年の 7月 末～ 11月 にかけて愛媛

県の 8つ の産地(図1)から採集 した合計 146個体(雄

33個体,雌 113個体)の成虫を乾燥標本にし,各 部

位 の長 さをノギスを用いて計測 した。計測 した形

質 は頭 幅 (head Width:HW),前 胸 背 長 orOnOtum

length:PL),後脚腿節長(hind femur length:HFL),

前翅長(fore Wing length:WL)であ り,測 定方法は

Kttakarni(1999)に従つた(図 2)。また,集 団間の平

均値の差を統計的に検定す るために t検 定を用い

た。検定は最大値 と最小値 を示 した集団間で行つ

たが,最 大値 。最小値 を示 した集団の個体数が少

ない場合は除外 し,2番 目の集団 との間で検定す

るように した.さ らに,愛 媛大学農学部に所蔵 さ

れてい るセ トウチフキバ ッタの模式標本odowpe

:雄 ,dlotype:雌)を比較のため,同 様に計測 した。

完模式標本の産地は広島県御調郡御調町大字市で

ある(InOuC, 1979).

佐伯 英人

図 1 採集地点

図2 計測した4形 質(略号については本文参照)
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表 1 完模式標本を含む採集地点別の雄の各計測値(産地の番号は図 1に 対応)

各計測値 (平均±標準偏差 :mm)

産地  個体数 HW PL HFL WL

holotype

1

2
3

4
5
6
7

8

全体

1
1
9
9

1

4
0
0
9
33

5.05
4.70
4.77=LO.12

4.92±0.18
4.70

4.53■LO.09

4.35二Lo.13

4.66±0.26

5。95
6.15

5.98=Lo1 20
6.44=量0,36

6.35
5.51±0.12

5,71±0.13
5.991L o.40

13.95

13.40
13.28±0.40
13.94=±0.64

13.00
13.08二Lo.56

12.06=Lo.41
13.10二Lo.86

8.35

5.70
5。51±0.35
5.09±0.46
5.00

6.29±0.17

5.36±0.55
5。44±0.56

表 2 別棋式標本を含む採集地点別の雌の各計測値(産地の番号は図 1に 対応)

各計測値 (平均土標準偏差 :mln)

産地  個体数 HW PL HFL WL

allotype

1

2
3
4
5
6
7
8

全体

1
11
19
55
11
4
1
2
10

H3

5.75

5.52±0.16

5.51±0。14

5.82=ヒ0.16
5.48±0.H

5.39±0.02

5.25

5.33
4.92±0.08

5.60±0.30

8.60
8.23±0.44
8.01±0.38
8,73二LO.54

8.14±0.29
7.70=ヒ0.22
8.30
7.45
7.36±0.38
8.32±0.65

19.00
17.36±0。70

17.12=量0.60

18。24=量0.84
17.5440。42

16.73=Lo.54

16.15

16.10

15.39±0.61

17.53±1.13

11.20
6.07±0.53
6.61±0.70
6.60±0。72
6.57=Lo.55
7.63±0.57
8.00
6.15
6.09±0.51
6.54±0.73
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図 3 模式標本を含む採集地点別の頭幅(●は雄,○ は雌の平均値,バ ーは標準偏差)
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結     果

1 頭幅 (HWD

頭幅の平均値が最大の集団は雌雄 ともに産地 3

であ り,最 小の集団は産地 8で あつた。(表 1,2,

図 3).産 地 3と 産地 8の 集団間には雌雄 ともに有

意な差がみ られた(雄 :df-16,←7.23,P<0.05;

雌 :df-63,卜 16.95,P<0.05).

模式標本の頭幅は雄が 5.05mm,雌 が 5.75nlmで

あつた。最大であった産地 3の 平均値が雌雄 とも

に模式標本の値に最も近からた。

2 前胸背長 (PL)

前胸背長の平均値が最大の集団は雌雄 ともに産

地 3の 集団であ り,最 小の集団は雄が産地 5,雌

が産地 8で あった(表 1,2,図 4).最 小の集団で

あつた産地 5の 雄については採集個体数が 4個 体

と少なかつたため,検 定は 2番 目に小 さい集団で

あつた産地 8と の間で行った.産 地 3と 産地 8の

集団間には雌雄 ともに有意 な差がみ られた(雄 :

出卜16, ■5.43, Pく 0.05;雌 :d←63, t-7.56, Pく

0.05).

模式標本の前胸背長は雄が 5,95nlm,雌が 8.60nlm

であつた.雄 では採集 した全個体の平均値が完模

式標本 とほぼ等 しい値であ り,雌 では最大であっ

た産地 3の 平均値が別模式標本の値に最も近かつ

た,

3 後脚腿節長 (HFL)

後脚腿節長の平均値が最大の集団は雌雄 ともに

産地 3で あ り,最 小の集団は産地 8で あつた(表 1

・2,図 5).産地 3と 産地 8の 集団間には雌雄 とも

に有意な差がみ られた(雄 :覆ヨ6,■7.02,P<0.05

;雌 :df=63, 卜10.14, P<0.05).

模 式標 本 の後脚腿節長 は雄 が 13.95nlnl,雌が

19.00mllnであつた.最 大であった産地 3の 平均値

が雌雄 ともに模式標本の値に最も近かつた。

4 前翅長 (WL)

前翅長の平均値が最大の集団は雌雄 ともに産地

5で あ り,最 小の集団は雄が産地 3,雌 が産地 1で

あつた(表 1,2,図 6).ち なみに,産 地 6の 雌の

個体は前翅長が 8.00nlmと大きく,産 地 4の 雄の

個体は前翅長が 5.00nlmと小 さかつたが,そ れぞ

れ採集個体数が 1個 体であったため比較の対象 と

しなかった。また,最 大の集団であづた産地 5に

ついては採集 した個体数が雌雄それぞれ 4個 体 と

少なかったため,検 定は 2番 目に大きい集団であ

つた産地 2と の間で行つた。産地 2と 産地 3の 雄

の集団間には有意な差がみ られず,誤 差の範囲で

あった(雄 :d←16,F-2.03,P>0.05).産地 2と 産

地 1の 雌 の集団間には有意 な差がみ られた(雌 :

研=28,■ 2.12,P<0.05).
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図 4 模式標本を含む採集地点別の前胸背長(●は雄,○ は雌の平均値,バ ーは標準偏差)
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図 5 棋式標本 を含む採集地点別の後脚腿節長(●は雄,Oは 雌の平均値,パ ーは標準偏差)

Type 3 4 5 6 7 8

採集地点

図 6 棋式標本 を含む採集地点別の前翅長(●は雄,○ は雌の平均値,パ ーは標準偏差)
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槙式標本の前翅長は雄が 8.35mln,雌が 11.20mln

であつた。最大であつた産地 5の 平均値 と比較 し

ても,雌 雄 ともに模式標本の値は極めて大きかっ

た。

考    察

頭幅,前 胸背長 ,後 脚腿節長の平均値が最大の

集団は雌雄 ともに産地 3で あつた.ま た,頭 幅,

後脚腿節長の平均値が最小の集団は雌雄 ともに産

地 8で あ り,前 胸背長の平均値が最小の集団は産

地 5の 雄,産 地 8の 雌であった。測定 した大部分

の形質(頭幅,前 胸背長,後 脚腿節長)で最大であ

つた産地 3の 集団 と最小であつた産地 8の 集団間

には,雌 雄 ともに有意な差がみ られた.こ のこと
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か ら,愛 媛県産セ トウチフキバ ッタ集団には地域

により体のサイズに大きな変異があることが明 ら

かとなった。

前翅長の平均値が最大の集団は雌雄 ともに産地

5で あ り,最 小の集団は産地 3の 雄,産 地 1の 雌

であった,前 翅長の平均値が 2番 目に大きい産地 2

と最小であつた産地 1の 雌の集団間に有意な差が

み られ たことか ら,前 翅長 についても地理的変異

があることが分かつた。また,産 地 5の 集団は他

と比較 して体の各サイズに対す る前翅長の割合が

大きく,産 地 3の 集団は小 さいようであつた.こ

のことか ら,本 種の地理的変異が単なる体のサイ

ズの違 いのみではない可能性が考えられた。この

点については今後,各 計測値の相対値 を求め,比

較検討する必要がある。

模式標本 と産地 3の 集団の間で頭幅,前 胸背長,

後脚腿節長の値に大きな違いはなく,両 者はお互

いに似通つていた.こ れは,産 地 3の 集団が模式

産地である広島県に地理的に最 も近いことによる

ものか も知れない。また,前 翅長については県内

で最大であつた産地 5と 比べても模式標本の値は

極めて大きく,愛 媛県産セ トウチフキバ ッタ集団

は相対的に前翅長が短いことが示唆 された。

愛媛県産セ トウチフキバ ッタ集団にみ られ る特

徴 をよ り明 らかにす るためには,今 後模式産地を

含めた広い範囲の集団 と比較 し, さらに多 くの形

質を抽 出して分類学的検討を行 う必要がある.
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義氏, 日本直翅類学会会員の市川顕彦氏 と冨永 修
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謝の意 を表 します。
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